






























なったのかを示す。歴史的背景を扱う第 1 節は，公共労組が 1960 年代，70 年代に急激に発展した
こと，その発展が公共部門で働く労働者たちが公正な待遇（アフリカ系アメリカ人の場合は均等待
遇）を求めたことによりもたらされたことを示す。他方，公共労組の発展が，70 年代半ばの経済
の停滞と右派・保守派勢力の台頭により鈍ってきたことも示す。第 2 節は，1980 年以降の公共労
































促し，1932 年のアメリカで最大の公共労組である米国地方公務員連盟（AFSCME, American 
Federation of State, County and Municipal Employees，日本の自治労にあたる）の結成のきっか
けにもなった。労働運動や公民権運動の多くの指導者は，これらの理想が社会や人種間の平等の前
進にとって重要であると考え，労働運動と公民権運動の活動の結びつきをつくった。
　公共部門の労働基本権の制約が続いたため，組合に組織化された公務員は 1949 年で 12 パーセン
トにとどまった。しかし，50 年代末までに，リベラルな政治家たちは制約を緩めはじめた。とく
にウィスコンシン州は，アメリカの公務員の労働基本権をめぐる論争で先進的な役割を果たした。





2006：77-78）。1955 年から 75 年の間に，組合に組織化された公務員の数は 10 倍に増え，400 万
人を超えた。組織率も 1960 年の 10 パーセントから 70 年代末に 41 パーセントのピークに達した。
公務員の諸権利も拡大したが，保守派が強い州では権利が厳しく規制され続けた。公務員の諸権利
に対して右派が申し合わせて攻撃の開始を始める直前の 2005 年ごろには，27 の州がすべての公共
部門の労働者の団体交渉を認め，19 の州が一部の公共部門労働者の団交権を認め，5 つの州が団体










　組織化の成功に勇気づけられ，公共労組は 60 年代から 70 年代半ばにかけて戦闘性を強めていっ
た。ストライキの禁止は依然一般的であったものの，州政府や自治体などの公共部門でのストライ











































ジェンダを隠すことができた）。2000 年代までに，「トロイカ」と呼ばれる 3 つのネットワーク型
の組織が相互補完な活動を行うに至った。これらの組織は，米国立法交流評議会（ALEC, 
American Legislative Exchange Council），繁栄のためのアメリカ人の会（AFP, Americans for 
Prosperity），および 州政策ネットワーク（SPN, State Policy Network）である。「トロイカ」は，
環境規制の骨抜きから銃の所持の権利の促進，労働組合の権利に対する巻き返しまで，ビジネスと
右派・保守派の目的にかなう政策課題を推進する非常に効率的な仕組みを構築した。











響力がかなり弱い（Hertel-Fernandez 2016b）。右派組織，とくに ALEC は，もともとは主に公共
労組に対抗する目的で設立され，対抗戦略の策定のため公共労組の活動を調査した。
　1990 年代になると，大規模で党派性が濃い右派メディアが生まれた（Skocpol and Williamson 























事例として，カリフォルニア州のAFSCME とサービス従業員国際組合（SEIU, Service Employees 
International Union）が同一価値労働同一賃金を確立し，介護労働者を組織化した事例を挙げるこ
とができる（Johnston 1994；Boris and Klein 2006）。
　80 年代から 90 年代にかけて，公務員がメンバーの約半数を占める SEIU が教員組合を除きアメ
リカ最大の組合となり，労働運動の再活性化を主導する組合としての評判を確立した。SEIU は
「ジャニターに正義を！キャンペーン」（Justice for Janitors Campaigns）で良く知られているが，
同労組は 1999 年に 7 万 4,000 人の在宅介護労働者を公共部門の労働者として組織化し，アメリカ
の組合運動で最大規模とされる組織化に成功を収めた（Delp and Quan 2002）。さらに SEIU とい
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くつかの公共労組は，90 年代半ばの AFL-CIO の指導部の交代と AFL-CIO の左派的な政策転換で
重要な役割を果たした。
　1980 年代から 2000 年代の間，民間部門の労働組合は衰退し続けた。これは，条件の良い製造業
の仕事がなくなったこと，ウォルマートのような極端な反組合企業の影響が強まったことによる。
民間部門の労働運動への攻撃は，公共労組の一つである航空管制官組合（PATCO, the Professional 
Air Traffic Controllers Organization）による 1981 年の違法ストの意図しない結果として強まった。










したのに対し，連邦，州，地方自治体の公共労組は，80 年代初め以降，36 ～ 38 パーセントの組織
率を安定して維持した（ただし，公共労組に敵対する政策が効果をもちはじめたため，組織率が近
年やや低下した）。2009 年に初めて公共部門の組合員（790 万人）が民間部門の組合員（740 万人）
を上回った。ただし 2017 年時点では，公共部門の組合員数は 720 万人に対して，民間部門の組合




　今日，アメリカで最大規模の労働組合は全米教育協会（the National Education Association，
320 万人），SEIU（190 万人，約半数は公共部門），AFSCME（130 万人），アメリカ教員連盟（the 
American Federation of Teachers，170 万人）である。民間部門労組で最大の組合は，130 万人の





聞き取りを行った（Skocpol and Williamson 2012）。キャサリン・クレーマーとアリー・ホック
シールドは，それぞれウィスコンシン州北部とルイジアナ州の小さな田舎町で数年間，住民に対す
（2）　この数値は Wolfe and Schmidt 2018 による。
社会正義の闘いと右派の標的（Charles Weathers）
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合わせにより，州の歳入は 2007 年から 2009 年の間に 13 パーセント下落した（Crotty 2012：97）。
そして，58 万 4 千人という驚くべき数の連邦，州，自治体レベルの仕事が，2009 年 6 月（経済回
復の正式な開始時期）から 2012 年初めまでの間に失われた（Bivens 2012）。さらに，児童・生徒



















治的な経歴を通じて受けていた（Kaufman 2018：113-160；Healy and Davey 2015）。彼の最も重
要な支援者は，ミルウォーキーを拠点としたブラッドリー財団であった。この財団は，主要な右派
財団の一つで，とくに公教育の民営化の推進での先駆的な役割で知られている（Mayer 2016）。
ウォーカーは ALEC（彼は ALEC の法案を支持してきた）とコーク兄弟からも支援を得てきたが，
ALEC やコーク兄弟の活動はウィスコンシンの「反乱」を通じて初めて明らかにされた。





















した（Stein and Marley 2013）。抗議行動のピークの日においては，10 万人に上る人びとが集まり，










り遅れ，公教育制度は危機に瀕した。Act10 により，教員の平均の年収と手当は 1 万 843 ドル
（12.6 パーセント）減少した（Bottari 2018）。その結果，教員の人手不足が深刻になった。さらに，
公務員に対する厳しい批判を煽る戦略により生じた政治的な分裂は，ウィスコンシン州の市民社会










ン州の 17 万 5,000 人の公務員のほとんどから団体交渉権が剝奪され，州の労働組合運動（民間部
門を含む）は 2018 年までに 13 万 6 千人の組合員を失った。これにより，労働組合運動が選挙資金
を集め，組合員やその家族の投票行動に影響を与える組織力が弱まった。2016 年の大統領選挙で，






















ルベニア州で，わずか合計 7 万 7,744 票で勝利したからである。
　共和党は，財政危機を労働組合を弱体化させる機会として利用した。2010 年以降の反組合政策
は，財政危機を回避するための行動だとするウォーカー知事のような主張にも拘わらず，経済的な























と主張した（Malloy 2018 の引用）。そのすぐ後，警察官組合の全国組織である警察友愛会（FOP, 














































































の保守派の判事が 5 対 4 で多数派になったことである。トランプの最初の指名者が就任した後，最
高裁は 2018 年 6 月に Janus v. AFSCME Council 31 の裁判で，予想された通り公共労組の権利を
大幅に制限する判決を下した。この判決は，公共労組が組合に加入することを希望しない職員から





　Janus v. AFSCME Council 31 の最高裁判決は，ALEC や他の右派財団がひそかに立案し長期に
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